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大人向けの本

『絵本の記憶、子どもの気持ち』

山口雅子/著福音館書店2014年1月
月刊誌「母の友」の連載記事から生ま
れたこの本を、ぜひご紹介したいと思い
ます！
この本では、「幼いころ好きだった絵
本」について、大学生たちが書いたレポ
ートが多数紹介されています。著者は大
学での講義で、学生たちが子どものため
にと選ぶ絵本が、かつて家庭文庫で幼い
子どもたちが喜んでいた本とあまりに違

ったため、その課題を出されたそうです。そんなの覚えてい
ない！とクラス中が大騒ぎになったものの、全員がみごとに
思い出して提出しました。それらの絵本はどんなものだった
でしょうか？
また、絵本を読んでもらうことがどんなに楽しく嬉しいも
のであったのか、今は大人になった学生たちの言葉によって、
とてもよく伝わってきます。大人と違う、子どもたちの絵本
の見方、味わい方を知る手立てとなります。そしてそれらの
楽しみが、大人になっても幸せな記憶として甦るのだと知る
ことは、読み手の私たちにとっても“幸せなこと”ではない
でしょうか？（清水ますみ）

司書のすすめる本シリーズ⑲

学校では教えてくれない！

国語辞典の遊び方

サンキュータツオ作 角川学芸出版
国語辞典なんて、どこも同じ…とは言

わないけど、大差ないって思っていません
か？この本では、『新明解』は、「ワイルド
な秀才」、『岩波国語辞典』は、「都会派イ
ンテリメガネ君」なんて擬人化して、辞書
ごとの解釈や考えを楽しく解説していま
す。国語辞典２冊持ち！やりたくなるか
も！！（三田）

「秀方さんの

チャイニーズキッチン

ピリッと辛い四川のおうちごはん」

料理/秀方 エッセイ/長野ヒデ子
主婦の友社

料理本だけど読んでも楽しいよ～。
(長野ヒデ子)

長野家のお嫁さんの秀方さんが育った中国

四川の山奥を,長野さん一家が訪ねて行った

お話しが抱腹絶倒！料理の旨味が増します。

(江幡)

子ども向けの本

『つづきの図書館』

柏葉幸子／作 山本容子／絵 講談社
皆さんには、昔に読んだ本をもう一
度読もうと思ったのに、タイトルも作
者も忘れてしまって見つけるのに苦労
した経験はありませんか？ ひょっと
したらその本もまた、かつて読んでく
れた人の事を気にしているかもしれま
せん。
本書の主人公・山神桃さんは、小さ

い頃に住んでいた田舎町の図書館に司書として戻ってき
ます。そこで桃さんを待ち受けていたのは、「昔に読んだ
本の続きを知りたい」という利用者からの相談ではなく、
「昔に読んでくれた読者の続きが知りたい」という、絵
本の中の登場人物からの相談だったのです……
絵本のキャラクターが姿を現して相談に来るという、

少々ファンタジックな設定の物語です。けれど、主人公
の桃さんをはじめとする登場人物たちが、思い出の絵本
を通して自分と向き合う様子は、読んでいて胸があたた
かくなってきます。
読み終わった後は、小さい頃によく読んだお気に入りの絵
本を、久々に読み返してみたくなること請け合いです。

（麻生 耕平）

都筑図書館より行事行事行事行事のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ

【講座】
●学校図書館環境整備講座『学校図書館はじめの一歩』

学校図書館の環境整備ボランティアを対象に、学校図書館の？
（はてな)を都筑図書館の司書が解説！簡単な本の修理講座です。
日時：①10/23(木) 学校図書館ってどんなところ？

②10/30(木）本の簡易修理と本の扱い方

時間：どちらも10時～12時

対象：横浜市内の学校図書館の環境整備ボランティア

をしている方 各回先着20名。

申込み：10/10（金)9:30～ 図書館窓口又は電話で。

【おはなし会】

●夏の特別おはなし会
ボランティアのみなさんによるおはなし会です。
「うみ・さかな」をテーマにおはなしをします
日にち： 8/23（土）

①10：30～ 出演 つづきっこ読書応援団ほか

②11：30～ 出演 マドレーヌ

対象 幼児～小学生（保護者の参加も可）

申込み 当日会場へ

●定例親子おはなし会（毎月第三水曜日）
時間 15：30～16：00

対象 ひとりでおはなしをきける子

※保護者のつきそいをご希望の場合は事前にご相談を!

日にち： 8/20 9/17 10/15 11/19 12/17
申込み：不要。

●●●●くまさんのおはなしくまさんのおはなしくまさんのおはなしくまさんのおはなし会会会会

((((毎月第二木曜日 注：８月、１月はお休みです。)

わらべうたや絵本の読み聞かせを保護者の方とお子さまと
お楽しみください。
時間:①10:00～10:25 ②10:45～11:10 ともに同じ内容

対象 ２．３歳児とその保護者

定員 各回先着１０組

日にち：9/11(申込みは8/28～）、10/9（申込みは9/25～）

申込み：各申込日の9：30から図書館窓口または電話で。

【テーマ展示】

児童：7/17～8/31「夏休み、読んでみようこんな本」

一般：7月「海をたのしむ」

ティーンズ：7/15～8/31「ティーンズ夏のおススメ」

都筑図書館都筑図書館都筑図書館都筑図書館 〒224-0032市内都筑区茅ケ崎中央32-1

ＴＥL：948-2424948-2424948-2424948-2424････FAX948-2432948-2432948-2432948-2432
http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/library/chiiki/tsuzuki/
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2000年３月都筑区制５周年記念として都筑図書館

が｢シンポジウム｣を開催。参加した区民サポーター

有志で図書館の価値を広める目的で結成しました。

ファン倶楽部
マスコット

ＴＡＮＵＫＩ
絵：廣井美知子

図
書
館
と
私

い

つ

も

そ

こ

で

「

希

望

」

を

見

つ

け

た

山

崎

洋

子

人
生
の
岐
路
に
は
、
い
つ
も
図
書
館
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
崩
壊
家
庭
に
生
ま
れ
、
保

護
者
が
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
周
囲
の
大

人
達
の
い
じ
め
に
あ
う
と
い
う
シ
ビ
ア

な
子
供
時
代
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
だ

け
ど
そ
ん
な
時
も
、
図
書
館

へ
行
け
ば
世
界
は

一

変
。
手
に
取
る
本
の
す
べ
て
が
、
「
絶
望
す
る
こ

と
は
な
い
。
誰
の
人
生
だ

っ
て
可
能
性
に
満
ち
て

い
る
」
と
教
え
、
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
暗
い
性
格
に
も
な
ら
ず
、
い
ま
に
至

っ

て
お
り
ま
す
。

江
戸
川
乱
歩
賞
の
応
募
作
を
書
い
て
い
た
頃
も
そ
う

で
し
た
。
仕
事
は
な
い
、
お
金
は
な
い
、
賞
を
獲
っ
て

作
家
デ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ん
て
、
宝
く
じ
に
当
た
る
よ
う

な
も
の
⌵
⌵
と
思
い
な
が
ら
も
、
万
に
一
つ
の
希
望
を

抱
き
、
書
き
続
け
て
い
ま
し
た
。
暇
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
の
で
図
書
館
に
通
い
、
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を

片
っ
ぱ
し
か
ら
読
み
ま
し
た
。
お
か
げ
で
視
野
と
知
識

が
広
が
り
、
作
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
の
大
き

な
支
え
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
何
か
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
た
ら
、
幸
せ
で
す
。

◆
山
崎
洋
子
さ
ん
の
作
品
紹
介
◆

「花
園
の
迷
宮｣(

第

回
江
戸
川
乱
歩
賞
）
で
デ
ビ
ュ
ー
。
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横
浜
を
舞
台
の
作
品
は
多
数
。
近
著

「横
濱
唐
人
お
吉
異
聞
」

「横
浜
の
時
を
旅
す
る
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
魔
法
」

「誰
に
で
も
、
言
え
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
は
６
月
発
行

身

近

か

な

図

書

館

都

筑

図

書

館

長

小

山

肇

こ
の
４
月
に
都
筑
図
書
館
長

を
拝
命
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
職
は
戸
塚
図
書
館
長
で
し
た
が
、
図
書

館
の
勤
務
は
こ
の
時
が
最
初
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
図
書
館
に
特
別
な
関
心
を
持

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昔
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
図
書
館
と
は

こ
う
あ
る
べ
き
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
今
か
ら
大
昔
、
高
校
時
代
の

こ
と
で
す
。
毎
週
末
テ
ニ
ス
の
練
習
で
本
牧

市
民
公
園
ま
で
バ
ス
で
通

っ
て
い
た
途
中
、

小
港
の
米
軍
住
宅

（
現

マ
イ
カ
ル
本
牧
）
の

正
面
？
ゲ
ー
ト
奥
に

「Li
b
r
a
r
y

」
と
大
き
な

看
板
の
か
か

っ
た
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。
住

宅
内
の

一
等
地
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

多
く
の
人
が
出
入
り
し
て
い
る
の
で
す
。
「
な

る
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
、

か
く
も
図
書
館
を
大
切
に
し
、
誰
も
が
気
安

く
利
用
で
き
る
の
だ
」
な
ど
と
感
心
し
た
も

の
で
し
た
。

さ
て
、
都
筑
図
書
館
は
来
年
４
月
２
５
日

で
二
十
歳
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
都
筑
図

書
館
フ
ァ
ン
倶
楽
部
と
協
働
し
て
様
々
な
企

画
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
周
年

記
念
に
向
け
て
も
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方

に
ご
来
館
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
、
人
と
本
を

つ
な
げ
る
だ
け
で

な
く
、
人
と
人
を

つ
な
げ
る
こ
と
も
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
身

近
に
感
じ
、

コ
ン
ビ
ニ
な
図
書
館
を
目
指
し

て
館
員

一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
４
月
、
突
然
山
崎
さ
ん
か
ら
季
刊

「
横
濱
」
の
取
材
で

つ
づ
き
図
書
館
フ
ァ
ン
倶
楽
部
を
訪
ね
た
い
と
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
で
、
都
筑
図
書
館
二
十
歳
記
念
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
山
崎
さ
ん
の
講
演
会
を

月

日
に

１１
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お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
季
刊

「横
濱
」
で
連

載
中
の

「横
浜
の
底
力
」
も
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スケッチ︓江幡正之

図書館で知の旅へ



｢都筑図書館でチャレンジ！ ｣
。

㉒

つ
づ
き
図
書
館
フ
ァ
ン
倶
楽
部
通

信
を
お
読
み
の
み
な
さ
ま
、
は
じ
め

ま
し
て
。
今
年
４
月
に
異
動
し
て
き

ま
し
た
上
田
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
児
童
書
の
収
集
な
ど
を
行
う

受
入
担
当
の
他
に
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
、

市
民
協
働
の
業
務
を
主
に
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
ま
で
は

中
央
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
課
に
い
ま
し

た
が
、
大
き
な
図
書
館
で
様
々
な
利

用
者
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
業
務
は
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
都
筑
図
書
館
で
は
、
司
書
９
人

で
全
て
を
こ
な
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
た
め
、
業
務
が
幅
広
く
、
日
々
新

し
い
こ
と
を
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。さ

て
、
都
筑
図
書
館
は
来
年
の
４

月
に

「
二
十
歳
」
に
な
り
ま
す
が
、

二
十
周
年
の
記
念
事
業
を
行
う
た

め
、
市
民
の
方
と
協
働
で
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
今
年
は
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
と
作
家
の
山
崎
洋
子
さ
ん
を
お

招
き
し
て
講
演
会
を
行
う
予
定
で

す
。
私
も
実
行
委
員
会
と
講
演
会
の

担
当
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
み

な
さ
ま
の
豊
か
な
発
想
と
行
動
力
に

圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
着
々
と
進
ん
で

い
く
計
画
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。都

筑
図
書
館
は
市
民
と

一
緒
に
図

書
館
づ
く
り
を
行

っ
て
お
り
、
新
し

い

（
一
歩
進
ん
だ
）
取
組
み
を
し
て

い
る
図
書
館
だ
と
思
い
ま
す
。
都
筑

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
都
筑
で
し
か

で
き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（上
田
佳
子
）

つづき図書館つづき図書館つづき図書館つづき図書館
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都筑図書館２０周年記念事

業がスタートしました。

都筑図書館が開館したのは１９９５（平
成７）年４月２４日。来年の４月に２０年
めを迎えます。つづき図書館ファン倶楽部
の発足は開館５週年記念イベントがきっか
けです。その後１０年、１５年という節目
の年に記念行事を図書館と協働で行ってき
ました。
記念すべき２０周年にあたり、これまでに

増してひとまわり広げた形でムーブメントを繰

り広げ、今後の図書館の持続的発展を願い、

図書館の楽しさや力を共有し、ひろげていき

たいと考えています。都筑図書館から未来を描

く会（TMEK)に、公募メンバーも加え、実行委員

会がスタートしました。今様々な企画を検討し

ています。

今年度はプレイベントとして、１１月２９日

に作家の山崎洋子さんをお招きする講演会と、

１１月１５日「ビブリオバトル」の二つのイベ

ントを計画中です。乞うご期待！

楽しみながら、いっしょに企画を進めるメン

バーも募集中です。ご協力いただけける方はフ

ァン倶楽部か図書館までご連絡ください。

（若杉）

《ＴＤＯ事務局より》

4月に総会が行われ、ＴＤＯも3年目
に突入します！！
来年は、都筑図書館が２０周年。ＴＤ
Ｏも実行委員会に参加して張り切って活
動しています。
各部会の企画以外の行事としては、都
筑図書館主催で4/27（日）春の特別おは
なし会がありました。都筑区役所主催で、
6/14（土）食育イベントおはなし会。6/29
（日）つづきっこまつりにも参加しました。
図書館主催の特別おはなし会は、８/２

３（土）夏の特別おはなし会、１０/２５(土)
秋の特別おはなし会の日程が決まっていま
す。
図書館と協働組織「ＴＭＥＫ=都筑図

書館から未来を描く会」にＴＤＯも参加
している関係で、図書館のおはなし会行
事のコーディネーター的役割をになって
いますが、今後は区内のおはなしグルー
プの連絡会のような組織の立ち上げが必
要かもしれないと話しあっています。
１０/１６(木）に都筑図書館の司書さ

ん達が図書館を飛び出して「大人のための
おはなし会ｉｎシェアリーカフェ」を開催
しますが、ＴＤＯもコピッとお手伝いしま
す。

■都筑図書館のマスコットキャラクター「みゃーご」と「ちゅーず」が「国連生物多様性の10年日本委員会」のキャラクター応援団に任命！ 図書館も多様性があってこそ持続可能な有機体。コンセプトは共通。（わ）

■藤が丘の有料老人ホームに事務職で就職しました。人生の終盤を施設で過ごす入居者の皆様のご様子を見て、自分自身の人生についても考えさせられています。（溝）

■小学校では夏休み特別貸出（通常１冊が２冊になる）が始まりました。今年度になって確実に来館者数、貸出冊数が増えているのがうれしいです♡（紀）

■ヨコハマトリエンナーレが８月１日から始まりますよ、３年に一度の現代美術の祭典。森村康昌を迎え、横浜美術館と新港ピアをメイン会場に、色々な作品が見られます。なんじゃこれ、おかしい、美しい、不思議、色々に感じて下さい（吉）

■山崎洋子さんのレポート「図書館革命で横浜を『読書の街』に！」（「横濱」第45号）を読みました。「人生に迷ったらあなたも、あなたの図書館へ行ってほしい。」とありました。私の図書館は都筑図書館です。（福）

■皆で待ち合わせをして中原図書館見学に行った。新しい事を知る事はワクワクして楽しい事だと思った。図書館見学がこんなに楽しいなんて。あたり前の事だが、今日やる事があって目的を達成するのはうれしいことだ。(annie)

■３９度の熱！同時に腰に激痛！かけらも動けなかったが、夫や息子がものすごーく動いてくれた。幸せだ。・・・しんどかったけど。（み）

■今年４月に発行された『ことだま百選』という本を見つけた。編者は東京都杉並区立天沼中学校。私が入学して２か月だけ通っていた中学校だ。すぐに買って、読んでいる。次の通信で紹介しよう！（仁）

■古希｡自分の中で、取捨選択。いらないもの、だいじなもの。いらないもの、だいじなもの。でも、いらないもの、だいじなもの､ごちゃごちゃと次々やってくる。てっ。（ち）

ＴＤＯ各部会の企画も目白押し！

学校部会
絵本や児童書のリユースが定着するよう

に工夫を考えていきます。また、秋に向け
て学校図書館ボランティア大交流会の準備
をすすめています。
〈予告〉「第３回学校図書館ボランティア大
交流会｣１１/１１(木):区役所大会議室

勉強部会
絵本勉強会『マドレーヌ』が２月より２期目に
なりました。６月に図書館で行われた読み聞かせ
講習会をうけ、３期生も見学にきています。７/
１９には、夏休みの親子むけ『ふろしき』の講座
があります。わらべうた勉強会『わらしっこの会』
も意欲的に活動しています。

企画部会
北山田地区センターより依頼の、好評だっ
た親子の絵本講座第２弾が、4月から３回連
続で実施。１０/１２「お話しを聞いて絵を描
こう」にも協力予定。９/１３(土）の「タウ
ンセンター子育て地蔵まつり」に参加予定です。
ＪiＪi･ＢaＢaおはなし隊
隔月、センターの北山田地区センタ-の

『jiji･BaBaおはなし会』に加え都筑図書館
絵本コーナーでの『読んであげますよ～』
も隔月で定例化。８/２(土)は中高校生も参加
しての「読んであげますよ～」が実現します。ま
た、一時保育ぽっぽでのおはなし会「ここぽっぽ」
もスタートしました。

ＴＤＯ代表 三田律子

つづきっこ読書応援団
（（（（TDOTDOTDOTDO＝＝＝＝つどおうつどおうつどおうつどおう））））は・・は・・は・・は・・
「都筑区の子どもたちの読みたい気持ち・知り

たい気持ちを高めるため、読書環境の改善を

図る」を目的に、３つの部会で活動しています。

｢つづき力発揮講座｣の発表

会

6月14日、区役所大会議室にて、平成2

5年度に区役所から補助金や講座企画の

委託を受けた地域活動団体10団体が成果

発表会が行われ、つづき図書館ファン倶

楽部の連続講座「読む楽しみ・知る愉し

み～図書館から広がる世界を知ろう～｣

(本通信39号を参照)も発表させていただ

きました。

コメンテーターの「参

画はぐくみ工房」代表

の竹迫和代（たかばか

ずよ）さんからは、図

書館の可能性がとても

豊かに感じられるよい企

画でしたとの講評をいただき、非常な励ま

しとなりました。

参加した他の団体の皆様からはポストイ

ットに記入する形で、たくさんあたたかい

コメントを頂きました。次の企画に向け、

これらのご感想をはげみにまたチャレン

ジしていきたいと思います。
◆他グループから寄せられたコメント◆
・図書館を新しい角度で見せてくれる講座、
ステキです！
・本好きだけではないファンを広げる活動に拍手！
・切り口多く、チャレンジ精神豊かです。
・絵地図のワークショップが印象的でした。他

いただいたコメント

絵:遠藤道子＋BATAKA

中原図書館見学記

６月１１日川崎市立中原図書館へ見学に行

ってきました。つづき図書館ファン倶楽部か

ら７名、図書館とともだち・鎌倉から６名、

磯子サポーターズクラブから１名、総勢１４

名での訪問となりました。あいにくの雨でし

たが武蔵小杉駅直結なので、濡れることもあ

りません。2013年４月に新しくオープンした

ばかりのきれいな図書館です。川崎の図書館

はICタグで管理しているので、ずいぶん機械

化が進んでいるようです。自動貸出機は数冊

まとめて操作でき、予約本も受け取りコーナ

ーで自分で探し手続きします。自動書庫があ

り、機械が希望の本が入ったかごを運んでき

ました。

駅からすぐで、

平日は午後９時ま

で開館しているの

で１０代から３０

代くらいの利用が

すごくのびたそう

です。

児童のコーナー

には多摩川の水滴をイメージした白い球体の

読み聞かせコーナーがあり、親子がゆっくり

本を読んでいました。都筑図書館のにぎやか

さになれていると、ずいぶん静かな図書館に

感じられました。 吉村陽子

読み聞かせのへや

いいいいろろろろ
いいいい
ろろろろ

いいいいろろろろいいいい
ろろろろ

りぽーとりぽーとりぽーとりぽーと

外尾悦郎氏講演会

4月9日夜の公会堂は満席でした。
バルセロナのサグラダ･ファミリアで、
日本人彫刻家として活躍する外尾氏の講
演会は、観客と直接対話をするすすめ
方で､深く､静かで､熱い内容(感想より)
になりました。
当ファン倶楽部は主催の「横浜都筑文

化プロジェクト」の一員として当日は入
場受け付けを担当しました。
また、今回は都筑図書館ならではの協
力体制がありました。高校生以下無料の
事前受け付けを図書館が担ってくれたの
です。２週間にわたり館内で外尾氏の書
籍、写真、一般公募した「自分撮りのサ
グラダ･ファミリア」展示もありました。
歴代３人の図書館長も客席に並ばれ、又
司書さんが舞台上の外尾氏に花束贈呈の
ハグシーンでは笑顔があふれました。
区民の活動に連動した今回の試みは、
新しい図書館のあり方と、高く評価されて
います。

都筑区の文化施設の充実を願う｢プロジ
ェクト｣の中で､図書館の増設､拡充を広く呼び
かけて行きたいと思っています

。江幡千代子

『知の広場ー図書館の自由』
著者：アントネッラ・アンニョリ

萱野有美／ 出版社：みすず書房

本が、読んでくれる人をじっと待っている静かな
図書館はもう存在しない。人々が集い、さまざま
な体験をする「屋根のある広場」がこれからの姿
と､欧米の図書館再生に関わり日本でも注目の書。
3回連続で､本の感想を話し合う読書会です。
第一回：10月11日(土）19時～20時30分
第二回：11月8日(土）19時～20時30分
第三回：12月13日(土）19時～20時30分

会場は未定。連絡先：江幡080-3027-2211

読書会のおさそい読書会のおさそい読書会のおさそい読書会のおさそい


